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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

 

回次
第179期
第１四半期
連結累計期間

第180期
第１四半期
連結累計期間

第179期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至　2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

営業収益 (百万円) 90,055 92,404 396,835

経常利益 (百万円) 4,058 4,046 19,273

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 2,276 2,115 6,330

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 2,583 1,031 1,453

純資産額 (百万円) 182,371 181,068 181,512

総資産額 (百万円) 566,723 615,498 622,744

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 28.88 26.83 80.28

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 28.76 26.73 79.98

自己資本比率 (％) 31.5 28.5 28.3
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．営業収益には、消費税等は含まれていません。

３. 当社は、役員向け株式報酬制度を導入しており、当該信託が所有する当社株式を自己株式として処理してい

ます。このため、１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定

にあたっては、当該株式数を控除する自己株式に含めて「普通株式の期中平均株式数」を算定しています。

 

２ 【事業の内容】

当社グループは、当社、子会社81社及び関連会社25社で構成されています。

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等はありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 
 

(1)　経営成績

（連結経営成績）

 前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 90,055  92,404  2,348  2.6 

営業利益 4,398  4,199  △199  △4.5 

経常利益 4,058  4,046  △11  △0.3 

親会社株主に帰属
する四半期純利益

2,276  2,115  △160  △7.1
 

 

 

　当第１四半期連結累計期間につきましては、国際物流事業での連結子会社の増加や、ホテル事業での前期の新規

ホテルや改装ホテルの寄与などにより、営業収益は924億４百万円（前年同期比 2.6％増）となりました。

　営業利益は、住宅事業での販売費用の増加などにより、41億９千９百万円（前年同期比 4.5％減）となりまし

た。

　経常利益は、40億４千６百万円（前年同期比 0.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、21億１千５百

万円（前年同期比 7.1％減）となりました。
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　各セグメントの業績は次のとおりです。

　当第１四半期連結会計期間の期首に、会社分割を伴う連結子会社の組織再編を実施し、一部連結子会社におい

て、セグメントの区分を変更しています。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、当該変更後の区分に基づき作成したものを開示

しています。
 

セグメントの名称

営 業 収 益 営業利益又は営業損失（△）

前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減率
(％)

前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減率
(％)

運輸業 22,111 22,198 0.4 1,746 1,668 △4.5 

不動産業 11,244 11,582 3.0 1,500 1,130 △24.6 

流通業 18,932 19,117 1.0 34 127 269.0 

物流業 24,629 25,797 4.7 799 814 1.9 

レジャー・サービス業 10,816 11,392 5.3 472 471 △0.2 

計 87,734 90,088 2.7 4,553 4,212 △7.5 

その他 9,242 9,735 5.3 △42 36 － 

調整額 △6,921 △7,420 － △112 △50 － 

合計 90,055 92,404 2.6 4,398 4,199 △4.5 
 

なお、「第２ 事業の状況」について、特に記載のない限り消費税等抜きで記載しています。
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（セグメント別概況）

① 運輸業

バス事業で貸切バスの稼働減などによる減収があった一方、鉄道事業で太宰府駅の旅客の増加などもあり、運

輸業の営業収益は221億９千８百万円（前年同期比 0.4％増）となりました。

営業利益は、バス事業の減収に加え、鉄道事業での減価償却費の増加などもあり、16億６千８百万円（前年同

期比 4.5％減）となりました。

なお、旅客人員は鉄道事業で 2.0％増（前年同期比）、バス事業（乗合）で 0.8％減（前年同期比）となりま

した。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 22,111 22,198 86 0.4

 鉄道事業 5,726 5,949 223 3.9

 バス事業 15,942 15,406 △536 △3.4

 タクシー事業 1,058 985 △72 △6.9

 運輸関連事業 1,878 2,088 209 11.2

 消去 △2,493 △2,230 263 －

営業利益 1,746 1,668 △78 △4.5
 

※バス事業の内部取引を除くと1.5％の減となります。

　

② 不動産業

賃貸事業で福岡ビル閉館に伴う減収があった一方、住宅事業での「ブラントン大濠公園」などの分譲マンショ

ン販売区画数の増加などにより、不動産業の営業収益は、115億８千２百万円（前年同期比 3.0％増）となりまし

た。

営業利益は、住宅事業での販売費用の増加などにより、11億３千万円（前年同期比 24.6％減）となりました。

なお、分譲販売区画数は55区画（前年同期比 ７区画増）となりました。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 11,244 11,582 337 3.0

 賃貸事業 6,552 6,431 △121 △1.8

 住宅事業 2,459 2,993 534 21.7

 その他不動産事業 3,058 2,979 △78 △2.6

 消去 △825 △822 3 －

営業利益 1,500 1,130 △369 △24.6
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③  流通業

生活雑貨販売業での「イオンモール熊本店」（2018年７月開業）などの新規店舗の寄与や、ストア事業で前期

に建て替えた店舗の寄与などにより、営業収益は191億１千７百万円（前年同期比 1.0％増）、営業利益は１億２

千７百万円（前年同期比 269.0％増）となりました。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 18,932 19,117 185 1.0

 ストア事業 17,824 17,880 55 0.3

 生活雑貨販売業 1,107 1,237 129 11.7

営業利益 34 127 93 269.0
 

　

④ 物流業

国際物流事業で米中通商問題の影響などにより日本発アジア向けの航空輸出取扱高が減少した一方、前期に子

会社化したNNR GLOBAL LOGISTICS FRANCE SASの寄与などにより、物流業の営業収益は257億９千７百万円（前年

同期比 4.7％増）、営業利益は、８億１千４百万円（前年同期比 1.9％増）となりました。

国際貨物取扱高は、航空輸出で 5.5％減（前年同期比）、航空輸入で 7.9％減（前年同期比）、海運輸出で

21.0％増（前年同期比）、海運輸入で 17.6％増（前年同期比）となりました。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 24,629 25,797 1,168 4.7

 国際物流事業 25,149 26,135 985 3.9

 国内物流事業 2,677 2,673 △3 △0.1

 消去 △3,196 △3,011 185 －

営業利益 799 814 15 1.9
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⑤  レジャー・サービス業

ホテル事業で前期にリニューアルオープンした「ソラリア西鉄ホテル福岡」や、新規開業した「西鉄ホテルク

ルーム名古屋」（2019年１月開業）の寄与などにより、レジャー・サービス業の営業収益は113億９千２百万円

（前年同期比 5.3％増）となりました。

営業利益は、ホテル事業での開発費用の増加や、旅行事業での海外旅行取扱高の減少などもあり、４億７千１

百万円（前年同期比 0.2％減）となりました。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 10,816 11,392 576 5.3

 ホテル事業 6,927 8,671 1,743 25.2

 旅行事業 973 850 △123 △12.7

 娯楽事業 1,231 1,289 57 4.7

 飲食事業 950 933 △16 △1.7

 広告事業 1,475 1,486 11 0.8

 その他サービス事業 1,698 1,875 177 10.4

 消去 △2,440 △3,714 △1,273 －

営業利益 472 471 △0 △0.2
 

※ホテル事業の内部取引を除くと9.1％の増となります。

 
⑥ その他

建設関連事業における受注増などにより、その他の営業収益は97億３千５百万円（前年同期比 5.3％増）、営

業利益は３千６百万円（前年同期は営業損失４千２百万円）となりました。

 

業種別営業成績

 
前第１四半期
連結累計期間
(百万円)

当第１四半期
連結累計期間
(百万円)

増減額
(百万円)

増減率
(％)

営業収益 9,242 9,735 492 5.3

 ICカード事業 209 223 13 6.6

 車両整備関連事業 4,815 4,678 △136 △2.8

 建設関連事業 3,199 3,755 555 17.4

 金属リサイクル事業 1,229 1,206 △22 △1.9

 消去 △211 △128 82 －

営業利益 △42 36 79 －
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(2)　財政状態

　

 
前連結会計年度
2019年３月末
(百万円)

当第１四半期
連結会計年度
2019年６月末
(百万円)

増減額
(百万円)

資産合計 622,744 615,498 △7,246

負債合計 441,232 434,429 △6,803

純資産合計 181,512 181,068 △443

社債及び借入金 248,161 259,865 11,703
 

 

(資産)

資産は、現金及び預金や、販売土地及び建物が増加した一方、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計

年度末に比べ72億４千６百万円減少し、6,154億９千８百万円となりました。

(負債)

負債は、社債が増加した一方、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末に比べ68億３百万円減少

し、4,344億２千９百万円となりました。

(純資産)

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等による利益剰余金が増加した一方、その他有価証券評価

差額金の減少等により、前連結会計年度末に比べ４億４千３百万円減少し、1,810億６千８百万円となりました。

　

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

　

① 基本方針の内容の概要

　当社は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業価

値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保・向上していくことを可能とする者である必要があると考

えます。

　当社は、当社株式について大量買付がなされる場合、これが当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資する

ものであれば、これを一概に否定するものではありません。また、株式会社の支配権の移転を伴う買付提案につ

いての判断は、最終的には株主の皆様全体の意思に基づき行われるべきものと考えています。

 しかしながら、株式の大量買付の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主共同の利益に対する明白

な侵害をもたらすおそれがあるもの等、対象会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さないものも少なくあ

りません。

　当社株式の買付けを行う者が当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させられるの

でなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されることになります。当社は、このような当社の

企業価値ひいては株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務および事業の方針の決定を支配す

る者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては、必要かつ相当な対抗措置を採ることによ

り、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えております。

 

② 基本方針実現のための取組みの具体的内容の概要

ア．基本方針の実現に資する特別な取組みの概要

　変化の激しい時代にあって、当社が企業価値を安定的かつ持続的に向上させていくためには、地域の交通機関

として利用者および地域社会に支持され、より存在感のある企業グループとして発展していくことが必要です。

そのために、当社は、「『出逢いをつくり、期待をはこぶ』事業を通して、“あんしん”と“かいてき”と“と

きめき”を提供しつづけ、地域とともに歩み、ともに発展します。」という「にしてつグループの企業理念」に

基づき、①お客さまの期待に応え、何より安全で、良質なサービスを提供し続けていくこと、②人間性を尊重

し、人を活かし育む「人を活かす経営」を実践していくこと、③時代の要請を的確にとらえ、社会の共感を得ら

れる新しい事業価値を創造していくこと、④個性や自立性を尊重し、連携、協働しあってグループの総合力を発
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揮していくことに努めております。

　当社は、2016年３月に策定した長期ビジョン「にしてつグループまち夢ビジョン2025」において、「にしてつ

グループの企業理念」のもと10年後に目指すグループ像として長期的な経営の方向性を描いており、中核エリア

である福岡において「交通」や「まちづくり」等地域マーケットビジネスを深化させ、まちの発展をけん引する

とともに、重点開拓エリアであるアジアにおいて地域マーケットビジネスのさらなる開拓を進め、国際物流ビジ

ネスと併せてグローバルビジネスの拡大を目指しております。

　長期ビジョンの実現に向けた第二ステップとして、2019年２月に第15次中期経営計画（2019～2021年度）を策

定しました。本計画では、主題を「未来を見据えた強固な基盤づくり～Envisioning the future and building a

solid foundation～」とし、福ビル街区建替プロジェクトをはじめとした複数の大型開発プロジェクトを着実に

推進するとともに、それらを支える既存事業の収益力強化、成長エリアでの収益源の獲得等、安定的な収益の確

保に取り組み、未来に向かって持続的成長を実現できる強固な基盤づくりを進めてまいります。本計画の重点戦

略として、①アジアで最も創造的な都市「福岡」の中核となる新たな拠点づくり、②グループ一体となった沿線

の魅力向上と観光インバウンド需要の取り込み、③アジア・首都圏など成長エリアへの積極展開による新たな収

益源の獲得、④国際物流事業の更なる強化、⑤未来を見据えた既存事業の収益力強化、⑥グループ総合力の発揮

による新たな価値創造、⑦持続的な成長を実現するための企業風土改革の７つを掲げております。長期ビジョン

の目標達成に向け、当社グループ一丸となって総合力を発揮することで、更なる成長に向けて挑戦を続けてまい

ります。

 そのほか、当社は、重要な業務執行の決定を幅広く社長執行役員へ委任することを通じて、迅速な意思決定を

実現するとともに業務執行に対する取締役会の監督機能を強化すること、取締役会において議決権を有する監査

等委員が監査を行うことにより監査の実効性を高めることが、当社の企業価値向上のために有効であるとの考え

のもと、監査等委員会設置会社を採用しております。業務執行を行う経営陣から独立した社外取締役を３名（う

ち監査等委員である取締役１名）選任し、当社経営に対する監督・監視機能の充実を図るなど、コーポレートガ

バナンスの一層の強化を図っております。

 
イ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するた

めの取組みの概要

　当社は、2018年５月９日開催の取締役会において、株主の皆様の承認を条件として、「当社株式の大量取得行

為に関する対応策」を従前の内容を一部改定のうえ更新することを決議し、同年６月28日開催の第178期定時株主

総会（以下「第178期定時株主総会」といいます。）において、当該対応策を更新することの承認を得ております

（以下、変更後の当該対応策を「本プラン」といいます。）。

　当社取締役会は、基本方針に定めるとおり、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資さない当社株券等の

大量買付を行う者は、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切であると考えています。本

プランは、こうした不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止し、当社の

企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止するとともに、大量買付が行われる際に、当社取締役

会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるいは株主の皆様がかかる大量買付に応じるべきか否かを判断するた

めに必要な情報や時間を確保すること、株主の皆様のために交渉を行うこと等を可能とすることを目的としてい

ます。

　本プランは、当社株券等の20%以上を買収しようとする者が現れた際に、買収者に事前の情報提供を求める等、

上記の目的を実現するために必要な手続を定めております。

買収者は、本プランに係る手続に従い、当社取締役会において本プランを発動しない旨が決定された場合に、

当該決定時以降に限り当社株券等の大量買付を行うことができるものとされています。

　買収者が本プランに定められた手続に従わない場合や当社株券等の大量買付が当社の企業価値ひいては株主共

同の利益を毀損するおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす場合等には、当社は、買収者等に

よる権利行使は原則として認められないとの行使条件および当社が買収者等以外の者から当社株式と引換えに新

株予約権を取得できる旨の取得条項が付された新株予約権に係る新株予約権無償割当てその他の法令および当社

定款の下でとりうる合理的な施策を実施します。　　　　　　

　本プランに従って新株予約権の無償割当てがなされ、その行使または当社による取得に伴って買収者以外の株

主の皆様に当社株式が交付された場合には、買収者の有する当社の議決権割合は、約２分の１まで希釈化される

可能性があります。

　当社は、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施、不実施または取得等の判断については、取締役の

恣意的判断を排するため、当社経営陣から独立した社外取締役等のみから構成される独立委員会を設置し、その
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客観的な判断を経るものとしております。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合には、株

主意思確認総会を招集し、株主の皆様の意思を確認することがあります。

　こうした手続の過程については、適宜株主の皆様に対して情報開示がなされ、その透明性を確保することとし

ております。

　本プランの有効期間は、原則として、第178期定時株主総会終結後３年以内に終了する事業年度のうち最終のも

のに関する定時株主総会の終結の時までです。

 
③ 具体的取組みに対する当社取締役会の判断およびその理由

当社のにしてつグループまち夢ビジョン2025、第15次中期経営計画およびコーポレートガバナンスの強化のた

めの上記施策は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策と

して策定されたものであり、まさに上記基本方針の実現に資するものです。したがって、これらの取組みは、上

記基本方針に沿い、当社の株主共同の利益に合致するものであり、当社の会社役員の地位の維持を目的とするも

のではありません。

　また、本プランは、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確

保・向上させる目的をもって導入されたものであり、同じく上記基本方針に沿うものです。さらに、本プラン

は、「企業価値・株主共同の利益の確保または向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則を全て充

足していること、第178期定時株主総会において株主の承認を得たうえ更新されたものであること、本プランの発

動に際しての実質的な判断は、経営陣から独立した社外取締役等のみから構成される独立委員会により行われる

こと、独立委員会は当社の費用で独立した第三者専門家等の助言を受けることができるものとされていること、

本プランの内容として発動に関する合理的かつ客観的な要件が設定されていること、有効期間が約３年間と定め

られたうえ、当社株主総会により廃止できるものとされていること、監査等委員会設置会社では、監査等委員で

ない取締役の任期は１年と定められていること等により、その公正性・客観性が担保されております。したがっ

て、本プランは、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであって、当社の会社役員の地位の維持

を目的とするものではありません。

 
(4) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。

 

EDINET提出書類

西日本鉄道株式会社(E04110)

四半期報告書

10/25



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,360,186 79,360,186
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は100株です。

計 79,360,186 79,360,186 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

 2019年　４月１日～
 2019年　６月30日

－ 79,360 － 26,157 － 12,914
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 383,900
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 78,688,200
 

786,882 ―

単元未満株式 普通株式 288,086
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 79,360,186 ― ―

総株主の議決権 ― 786,882 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託が所有する当社株式115,100株（議決

権の数1,151個)が含まれています。

 
② 【自己株式等】

 2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)      

西日本鉄道株式会社 福岡市博多区博多駅前三
丁目５番７号

383,900 ― 383,900 0.48

計 ― 383,900 ― 383,900 0.48
 

(注)　役員向け株式給付信託が所有する当社株式115,100株は、上記自己保有株式には含まれていません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 26,391 32,618

  受取手形及び売掛金 ※2  51,114 ※2  33,207

  販売土地及び建物 47,253 51,487

  商品及び製品 4,155 4,467

  仕掛品 1,055 1,421

  原材料及び貯蔵品 1,958 1,957

  その他 9,004 9,712

  貸倒引当金 △223 △182

  流動資産合計 140,709 134,690

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 175,169 174,919

   機械装置及び運搬具（純額） 23,893 22,467

   土地 128,464 128,478

   建設仮勘定 64,002 64,875

   その他（純額） 8,343 7,977

   有形固定資産合計 399,873 398,717

  無形固定資産   

   のれん 1,498 1,395

   その他 4,944 4,818

   無形固定資産合計 6,442 6,213

  投資その他の資産   

   投資有価証券 51,737 49,480

   退職給付に係る資産 3,314 3,349

   繰延税金資産 11,219 12,310

   その他 9,872 11,152

   貸倒引当金 △425 △415

   投資その他の資産合計 75,718 75,876

  固定資産合計 482,034 480,808

 資産合計 622,744 615,498
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※2  59,746 ※2  36,412

  短期借入金 36,227 36,032

  未払消費税等 911 2,282

  未払法人税等 2,988 1,728

  前受金 46,972 47,742

  賞与引当金 6,228 9,323

  その他の引当金 260 146

  その他 21,554 23,879

  流動負債合計 174,889 157,547

 固定負債   

  社債 94,000 109,000

  長期借入金 117,934 114,832

  繰延税金負債 1,140 1,067

  その他の引当金 671 674

  退職給付に係る負債 24,020 23,368

  長期預り保証金 25,119 24,553

  その他 3,455 3,385

  固定負債合計 266,343 276,882

 負債合計 441,232 434,429

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 26,157 26,157

  資本剰余金 12,622 12,622

  利益剰余金 130,600 131,378

  自己株式 △1,037 △1,031

  株主資本合計 168,342 169,127

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,292 8,017

  繰延ヘッジ損益 △1,230 △1,547

  為替換算調整勘定 △327 △192

  退職給付に係る調整累計額 △91 153

  その他の包括利益累計額合計 7,643 6,431

 新株予約権 471 470

 非支配株主持分 5,055 5,039

 純資産合計 181,512 181,068

負債純資産合計 622,744 615,498
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

営業収益 90,055 92,404

営業費   

 運輸業等営業費及び売上原価 78,290 80,386

 販売費及び一般管理費 7,366 7,818

 営業費合計 85,657 88,204

営業利益 4,398 4,199

営業外収益   

 受取利息 8 10

 受取配当金 407 359

 雑収入 170 263

 営業外収益合計 587 632

営業外費用   

 支払利息 435 410

 持分法による投資損失 337 210

 雑支出 154 163

 営業外費用合計 927 785

経常利益 4,058 4,046

特別利益   

 固定資産売却益 0 41

 受託工事金受入額 - 1

 工事負担金等受入額 921 292

 その他 25 9

 特別利益合計 947 344

特別損失   

 固定資産圧縮損 912 275

 固定資産除却損 99 278

 福ビル街区建替関連費用 42 266

 その他 75 4

 特別損失合計 1,130 824

税金等調整前四半期純利益 3,875 3,566

法人税、住民税及び事業税 2,349 2,069

法人税等調整額 △856 △731

法人税等合計 1,492 1,338

四半期純利益 2,382 2,228

非支配株主に帰属する四半期純利益 106 112

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,276 2,115
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 2,382 2,228

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 682 △1,266

 繰延ヘッジ損益 4 △2

 為替換算調整勘定 △541 93

 退職給付に係る調整額 70 244

 持分法適用会社に対する持分相当額 △15 △266

 その他の包括利益合計 200 △1,196

四半期包括利益 2,583 1,031

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,528 904

 非支配株主に係る四半期包括利益 54 126
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 保証債務等

当社グループは下記の会社等の借入金及び営業取引に係わる債務に対し、次のとおり保証及び保証予約等を行っ

ています。

(保証債務)

 前連結会計年度  当第１四半期連結会計期間

 (2019年３月31日)  (2019年６月30日)

福岡エアポートホールディングス㈱ 5,917百万円  5,917百万円

SOUTHGATE JOINT STOCK COMPANY －百万円  815百万円

NNH MIZUKI JOINT STOCK COMPANY 721百万円  700百万円

新栄町商店街振興組合 125百万円  125百万円

合計 6,765百万円  7,559百万円
 

(保証予約等)

 前連結会計年度  当第１四半期連結会計期間

 (2019年３月31日)  (2019年６月30日)

西日本鉄道住宅会 2百万円  1百万円
 

 

※２ 期末日満期手形の処理

当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、四半期連結会計期間末日満期手形について

は、満期日に決済が行われたものとして処理しており、その金額は次のとおりです。

 前連結会計年度  当第１四半期連結会計期間

 (2019年３月31日)  (2019年６月30日)

受取手形 114百万円  138百万円

支払手形 233百万円  513百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のと

おりです。

 前第１四半期連結累計期間  当第１四半期連結累計期間

 (自 　2018年４月１日  (自 　2019年４月１日

 至 　 2018年６月30日)  至 　2019年６月30日)

減価償却費 4,704百万円  4,990百万円

のれんの償却額 79百万円  81百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,381 17.50 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、役員向け株式給付信託が所有する当社株式に対する配当金２百万円を含めています。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

配当金支払額

決議
株式の
種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,382 17.50 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

(注)　配当金の総額には、役員向け株式給付信託が所有する当社株式に対する配当金２百万円を含めています。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注）

調整額
四半期連結

損益計算書

計上額 運輸業 不動産業 流通業 物流業
レジャー・

サービス業
計

営業収益 22,111 11,244 18,932 24,629 10,816 87,734 9,242 △6,921 90,055

セグメント利益
又は損失(△)

1,746 1,500 34 799 472 4,553 △42 △112 4,398
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ICカード事業、車両整備関連事業、

建設関連事業及び金属リサイクル事業を含んでいます。

    ※前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、連結子会社の組織再編に伴い変更後の区分に基づ

き作成したものを開示しています。
　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,553

「その他」の区分の利益 △42

セグメント間取引消去 131

全社費用(注) △244

四半期連結損益計算書の営業利益 4,398
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理費です。

　　※前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、連結子会社の組織再編に伴い変更後の区分に基

づき作成したものを開示しています。

 
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        (単位：百万円)

 報告セグメント
その他
（注）

調整額
四半期連結

損益計算書

計上額 運輸業 不動産業 流通業 物流業
レジャー・

サービス業
計

営業収益 22,198 11,582 19,117 25,797 11,392 90,088 9,735 △7,420 92,404

セグメント利益
又は損失(△)

1,668 1,130 127 814 471 4,212 36 △50 4,199
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ICカード事業、車両整備関連事業、

建設関連事業及び金属リサイクル事業を含んでいます。
　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,212

「その他」の区分の利益 36

セグメント間取引消去 127

全社費用(注) △177

四半期連結損益計算書の営業利益 4,199
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の管理費です。
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３ 報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間の期首に、グループ経営の更なる効率化を図るため、会社分割を伴う組織再編を実施いた

しました。この組織再編に伴って、西鉄エンジニアリング㈱（旧西鉄テクノサービス㈱）を従来の「その他」セグメン

トから「運輸業」セグメントに変更しています。

　あわせて、「その他」セグメントの㈱西鉄グリーン土木および西鉄電設工業㈱の一部組織を西鉄エンジニアリング㈱

に、西鉄エンジニアリング㈱の一部組織を「レジャー・サービス業」セグメントの西鉄情報システム㈱へ移管していま

す。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、当該変更後の区分に基づき作成したものを開示して

います。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりです。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 28円88銭 26円83銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 2,276 2,115

    普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益(百万円)

2,276 2,115

   普通株式の期中平均株式数(千株) 78,845 78,858

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 28円76銭 26円73銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する
   四半期純利益調整額(百万円)

－ －

   普通株式増加数(千株) 308 298

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

 

（注）１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上「期中平均株式数」は、役員向

け株式給付信託が所有する当社株式（前第１四半期連結累計期間124千株、当第１四半期連結累計期間117千

株）を控除しています。
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(重要な後発事象)

　(債務保証について)

当社は、2019年８月８日の取締役会決議に基づき、当社の関連会社であるSC NNR 1 Co.,Ltd.が実行予定の金融機関か

らの借入金684百万バーツ（約23億円）について、債務保証を行う予定です。

 
 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月８日

西日本鉄道株式会社

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 芳　野　 博　之 印

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 嵯 峨　 貴 弘 印

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 渋　田  博 之 印

 

　                                    

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西日本鉄道株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年６

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月1日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西日本鉄道株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 　

EDINET提出書類

西日本鉄道株式会社(E04110)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

